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研究所プロジェクト報告

スウェーデンの保育 2018
―近年の保育・教育の動向と実践―

講演者：ウェンドラー由紀子（Yukiko Wendler）
コメント：山本　理絵

　2018年度生涯発達研究所の特別公開授業は 7
月 3日に、2018年度日本学術振興会・科学研究
費補助金研究（基盤研究（C））「小学校への移行
期のインクルーシブ保育・教育におけるプロジェ
クト活動の展開方法」（山本理絵研究代表）の一
環として、教育福祉学部の授業において行われた。
以下にその内容とコメントを記す。

〈講師紹介〉
　2003年にスウェーデン人の夫の関係でス
ウェーデンに移り、准保育士の免許を取り、私立
の保育園（スウェーデンでは就学前学校という）
で何年か勤務した。その後、就学前学校教師の免
許を取ろうと働きながら大学に行くことにした。
大学には 100％行き、仕事は 75％働き、3年間を
終わらせた。2015年から区立ソフィエルンド就
学前学校の就学前教師として働き始め、今年で 4
年目になる。

1．ソフィエルンド学校附属就学前学校の概要

　私の就学前学校はコミューン（Kommun、日本
でいう区にあたる）によって運営されている。駅
から徒歩 5分の街の中心から少し離れた住宅地の
真ん中にあり、すぐ側に歩いて湖に行けると同時
に街のメインストリートに面して建っているので
とても人気のある就学前学校である。
　写真 1にある真ん中の建物が私の勤めている就
学前学校で、1階には 1歳から 3歳のグループが
8グループあり、1グループには子どもが 6人、

保育者が 1人つく。8グループの保育者 8人の内
訳は、准保育士（高校レベルの学歴を持つ者）3人、
保育者養成課程で学んでいない者 3人、教師免許
を持つ者、すなわち就学前学校教師 2人である。
　保育者は各グループに 1人つくため、保育活動
にはばらつきがあるといえる。

写真 1

　スウェーデンでは一般的に、保育チーム（3人
1組）で働き、活動内容をディスカッションして
様々な活動を進めていく。私の就学前学校では、
1グループに 1人保育者がつくので、保育内容の
クオリティーの平等化のため、時折グループを合
わせて話し合うなどして、保育チームを作るよう
に努力はしている。
　2階には 3歳から 5歳のグループが 5グループ
ある。1階にいた 1歳から 3歳グループの 6人で
構成されていたグループを 2つ合わせて 12人以
上にして 1グループを構成する。日本では 3歳以
上になると 1グループのサイズが大人数になると
聞いたが、私のところは大体 15～16人である。2
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人保育者がつき、3歳児は約 12人、4歳頃から
13人、14人と増えていき、最後の 5歳、6歳児
グループには 15～16人になっていく。
　年齢が上の 5グループに対しては、就学前学校
教師の配置は一つのグループを除いて各グループ
に一人ずつなされている。保育者養成課程で学ん
でいない保育者はアルバイトの者以外はいない。
食事はケイタリングで、配膳係が常時いるので皿
洗いなどは准保育士も含めてしない。また、就学
前学校長（就学前学校カリキュラムが 2019年度
7月 1日に改定され、今後 Rektor, すなわち校長
と呼び名が変わる）が 1人、随時いる。子どもの
数は全体で大体 110人ぐらいである。私は 3歳未
満児のグループの担当を経験したことはない。私
の就学前学校は 3歳未満児担当の保育者が幼児ク
ラスに持ち上がり担当をすることはない。これは
得意分野を特化するためでもある。
　グループにはそれぞれ惑星の名前がついてお
り、私のグループは Venus、要するに金星という。
就学前学校教師の私と、もう一人准保育士と一緒
に担当している。子どもは 15人いる。

2．就学前学校教育カリキュラム

　 子 ど も の 権 利 を ス ウ ェ ー デ ン 語 で は
Barnkonventionenという。これに基づいて就学前
学校カリキュラム（Lpfö98/10/16）というものが
1998年に作られた。それまでは就学前学校はあ
まりステータスが高くなく、遊ぶ場所、親のかわ
りに子どものケアをする場所、というスタンスで
あったが、やはり「基礎学校の前の学校」とし
て、基礎学校への移行をスムーズにするためにカ
リキュラムが作られたのである。
　すべのスウェーデンの就学前学校は、国連子ど
もの権利条約によって守られている。条約は、す
べての子どもは同じ権利、価値を持っていると
し、子どもの最善の利益を大切に考えている。ス
ウェーデンでは 2020年の 1月からこの条約が法
律化される（2018年 6月 13日に国会で決定）。
　今から 20年前の 1998年に作られた就学前学校

カリキュラムであるが、教育や保育の現場から見
ると、IT化の進歩、移民の問題など様々な問題
があり、必ずしも前に作ったものが完全ではない
との考えから何度も改正された。2010年、2016
年と改正され、2019年 7月 1日から最新のカリ
キュラムが実施されるようになる。
　2010年の最初の改正では、大きく分けて二つ
あると私は思う。まず始めに国語、コミュニケー
ション、算数、化学、物理、生物、科学及び技術
などの強化が追加された。遊びながら学ぶ姿勢は
変わっていないのだが意識をして保育者が子ども
に学習をする機会を与える努力をするように、と
いうものだ。ただし、日本でいう習い事とか塾の
ような形での算数や物理ではない。例えば、遠足
の途中に子どもがカタツムリを見つけたら、カタ
ツムリというのはどのように生きているのかなと
話すことが生物の勉強であるというスタンスであ
る。私たちが教壇で色々教えているというわけで
はなく、その話をしたことによって彼らが基礎学
校に上がったときに、「あっ、あのときの話は生
物だったんだな」という移行のお手伝いをしてい
るというものであり、知識を詰め込むためではで
はない。
　2番目の改正は保育活動のドキュメント化。子
どもの学び、視点、遊びや活動などをドキュメン
ト化、要するに書類化することである。写真を撮っ
て、それについてのコメントを書き、それらを使
用して教育的ドキュメンテーションを行う教育活
動のことである。この教育的ドキュメンテーショ
ンについては、また後で詳しく述べる。
　2016年の改正では、就学前学校とゼロ年生ク
ラスへの移行手続きが義務化された。ゼロ年生と
いうのは日本でいう小学校 1年生である。6歳に
なる年度に就学前学校を終えた子どもは 1年生で
はなくゼロ年生となるが、そのときにスムーズな
移行ができていない学校がたくさんあった。例え
ば一人一人の子どもの特性、性格、特徴、特技な
どの情報を移行することによって学生生活がス
ムーズに始められるようにするためである。ゼロ
年生の担任教師にそのような情報を与えるという
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移行の話し合いなどが義務化されたのである。日
本では考えられないかもしれないが、1人の子に
ついて 30分ずつぐらい話すのが私たち就学前学
教師の仕事となった。
　義務教育の学校では、OECDによる世界の学力
テストを実施するが、残念なことにスウェーデン
はとても算数が弱く、毎年懸念されている。どう
したら日本のように学力が上がるのだろうと、ス
ウェーデンでも日本やアジアの小学校教育につい
て興味を持ち、学力向上を懸念している。そこで
基礎学校だけで頑張るのではなくて、就学前学校
でも小学校入学前に算数のことがある程度わかる
ように強化するようにと 2016年に就学前学校カ
リキュラムが改正された。私たちスウェーデン就
学前学校における算数というのは、詰め込み式で
はない。例えば、子どもの前に花と草を並べ、そ
れと同じ花と草を集め同じものに分類するという
活動をする。分類というのは算数の最初の基礎に
なるからだ。また、四角、円、三角形などの算数
用語を遊びながら教える。例えば、色々な形と色
をした玩具を床に並べ、青い円はどれか選ばせた
りという課題を遊びながら算数を教える。
　そして、2019年の改正版カリキュラムでは、“遊
びながらの学び”という意味のスウェーデン語で
Lärandeが、Undervisning、つまり「授業」になった。
しかしながらこの「授業」は日本のそれと異なり、
保育者が子どもたちになんらかの知識、又は情報
を子どもたちに移行する場合を指している。例え
ば、靴の履き方を指導する、順番の待ち方を教え
る、などすべての保育活動を指す。それから、無
視できないのが IT化である。スウェーデンの IT
化はかなり進んでおり、社会ではカード決済がほ
とんどで現金はほぼ使われない。企業や教育現場
では紙と鉛筆もほとんど使わない。そのため、小
さい頃から ITを教えるべきだということが改正
に入れられた。また、前述のとおり、全く専門の
教育を受けていない保育者が就学前学校ではかな
りの人数のものがいるため、授業をやるとなると
差が出てしまう。そのため、就学前学校教師が授
業内容の指導を他の保育者にするようにと 2019

カリキュラムに記載されている。スウェーデンに
は、就学前学校教師以外の者がたくさん働いてい
る。すべての子どもに対して平等にクオリティー
のよい「授業」をどのように配置の少ない就学前
学校教師が行き届かせるかが、どの就学前学校で
も共通の課題である。

3．スウェーデンの保育の現状と特徴

（1）保育者の資格について
　前述のとおり、准保育士と就学前学校教師との
差別化が始まった。それは、2015年から、就学
前学校教師がいない就学前学校は厳重警告、監査
による執拗な監視をされている。区のホームペー
ジにはすべての就学前学校の就学前教師の数の内
訳がデーター化されていて保護者たちはそれを元
に就学前学校を選ぶことが出来るほど厳しいルー
ルに変わったからである。給与面は、以前はそれ
ほど変わりがなかったが、国の尽力により差が生
じた。自分の感覚的な話だが、10年前の就学前
学校教師の初任給と 2018年度を比べるとおよそ
日本円で 15万円くらいの差があるのではないだ
ろうか。これは就学前学校教師のステータスを上
げると共に就学前学校の保育のクオリティーを上
げたいという強い意志が国にあったからである。

（2）IT 化について
　さきほど述べたように、ITを多用に使用した
就学前学校での活動は無視できない、やらなけれ
ばならない熱い話題である。ITには一般的には
ゲームやアプリを子どもにやらせるという印象
が日本人にはまずあるのではないだろうか。ス
ウェーデンのほとんどの保護者も ITという言葉
がどの授業に反映されているのか、どういうこと
をやるのかを把握していない。私たちの言って
いる ITというのは、ゲームをするなどの消費者
としての受け身的な使用のことではなく創作側
の ITを意味している。日本でもプログラミング
が義務教育で 2020年より行われるようになるそ
うだが、スウェーデンでは日本が取り入れるより
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もかなり以前に、法制化に先んじて学校がプログ
ラミング教育を始めていた。就学前学校の ITは
2016年にカリキュラムに改正されたときに記載
されるようになった。私が言う ITはプログラミ
ングだけではないので、就学前学校のレベルでの
ITについて紹介する。
　私が行っている就学前学校レベルの ITは、4
つに分かれている。一つはグリーンスクリーン。
スターウォーズのように背後に実際には星やロ
ケットはないが、背景にそれらが映されるような
ものである。例えば、背景に宇宙を入れたら、映
像では宇宙のように見える技術である。
　次に、QRコード。これは、日本の企業が発明
したそうだが、携帯などでアプリを使ってスキャ
ンするとホームページが出てくるようなものを示
す。QRコードを庭や部屋に隠しておいてQRコー
ドに従って宝探しをしたり、歌集の代わりに使っ
たり、色々な課題が入ったものをスキャンしなが
ら取り組んだりするなど使用目的は多様にある。
3つ目はプログラミング。プログラミングについ
ては後で紹介する。最後に ITを使った環境作り。
照明を利用して影を利用した遊びを促す環境を作
る。プロジェクターに映像を大きく壁やスクリー
ンに映し大きな面積で映像を多数の子どもと同時
に経験する。粘土をするときも机の上でするので
はなく、ライトボードを使い、粘土の厚みによっ
て色のニュアンスが変わるのを経験させたり、葉
やミミズなどを置いて透かして見える詳細など
を観測するため利用したりする。また、Makey-
makey（メイキー・メイキー）といって、電線と
伝導体物質をつなげることによって音が出る器具
があり、これは子どもにどの物質が伝導体物質で、
違うのかを遊びながら教えるキットである。
　スウェーデンには 20県あり、区が 290ある。
その 290区の中でも、私が住むソーレンツーナ区
はトップレベルに入る就学前学校および基礎学
校の ITの普及率、高クオリティーを持っている。
私はコミューン児童課責任者により他の 6つの就
学前学校の教師らと共に代表者として選ばれ IT
チームを作り、ソーレンツーナ全体の就学前学校

の ITのクオリティー向上のプロジェクトを組ん
でいる。その中で際立って活発な人たちが政治家
に ITをスウェーデン全土に渡って浸透させるよ
う予算を組むようになど、直接請願している。プ
ログラミングや IT環境整備に資金が必要なので、
国会に資金調達を働きかけるアクティビストがた
くさんいる。私たちソーレンツーナ区を発信地と
して IT化を進めていこうと考えている。ITを就
学前学校にも浸透させようと私が興味を持ったの
は就学前学校の環境が社会でなされているそれと
あまりにかけ離れてしまうのは子どもにとっては
不公平であり、就学前学校を社会と隔離してしま
うのは良くないと思ったからだ。さらに、いくら
スウェーデンが社会福祉国と言っても、貧困のた
めすべての子どもが ITに対して同じ知識がある
とも限らない。国連子どもの権利条約でうたって
いるすべての子どもは同じ権利が与えられるとい
うことを全うするのならば就学前学校にも ITは
必要と考えたからだ。しかしながら年配の保育者
などは自分自身が ITに対してあまり長けていな
いことから失敗などを恐れ IT活動に否定的であ
る者が多く、ITに興味がない者が多い就学前学
校では ITをほとんど使っていないところもまだ
まだスウェーデンでもあり、大きな課題である。

（3）教育的ドキュメンテーション
　ドキュメンテーションというのは、動画、写真、
子どもの言ったコメントの記録など、保育活動を
目で見て使用できる資料をいう。これらドキュメ
ンテーションを使って活動内容を考察しながら活
動を進めると教育的ドキュメンテーションとな
る。ドキュメンテーションは資料であり、教育的
ドキュメンテーションは資料を使って観察、考察、
評価をして保育活動を進めていく方法のことをい
う、という二者の大きな違いをまず理解しておか
なければいけない。
　スウェーデンで活動をどのように教育的ドキュ
メンテーションを利用して進めていくか説明す
る。前述のとおり、2010年に教育的ドキュメン
テーションの使用が義務化された後、以下のよう
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に活動は進められなければいけない。毎学期の始
まりに保育者たちは写真や映像をたくさん撮り、
子どもが今何に夢中になっているかなど観察す
る。写真を印刷してそれを目の前にし、グループ
担当保育者全員と子どもたちと話し合う。写真 2
がそれをしているところである。話の内容は、こ
れは今何をしているのかな？　何でそんなに面白
いのかな？　何を知りたい？　どんなことをこれ
からしてみたい？　など。その意見を元にテーマ
活動を決める。テーマが決まり、ある程度活動が
始まると活動をドキュメンテーション化し、それ
を子どもの目につくところに展示する。写真 3は
先日やった活動を展示しているところに自分の理
解している部分をお互いに説明し合っているとこ
ろである。子どもが描いたものを壁に貼っておく
と、角砂糖に集まるアリのように子どもたちが
寄ってくる。「これ、僕が描いたやつだ、これは
こうで、これはこうで」と説明しているところで
ある。その瞬間をまた写真を撮ったり、動画を
撮ったり、彼が何を覚えていたか、今度は何をや
りたいと話していたかというのをドキュメント化
して、またそれについて保育者同士で話し合って
次の活動へ繋げていくというのが教育的ドキュメ
ンテーションを使った活動進行である。教育的ド
キュメンテーションを使った活動進行は必ず保育
チーム全員同じ知識があり、協力のもとに進めて
いかなければ出来ないし、最初から誰もが出来る

わけでもない。何年も努力した経験の上に出来る
ようになっていくものである。
　日本の保育者たちによく勘違いをされるのだ
が、スウェーデンのグループは少数なので教師は
楽をしていると思われがちだが、この教育的ド
キュメンテーションを遂行することにより以前よ
りやることが増えている。子どもたちや他の保育
者に意見を丁寧に聞き、話し合いの結果活動内容
を決めるのは、活動内容を保育者一人が決めるよ
り時間的にはかなりかかる。一人に対する活動内
容が実に手厚く、タブレットを常備し、休みなし
にずっと写真や動画を撮り、ドキュメンテーショ
ン化を試み、活動内容を考察し、活動内容を修正
していくのは、予定が全く立たず決められたカリ
キュラムを進めていくよりはるかに大変だという
ことがいえる。しかし、私は前が見えないからこ
そ楽しいと思う。

写真 3

　繰り返しになるが、壁に貼られた写真や子ども
の活動の記録はドキュメンテーションであるが、
子どもたちや保育者がドキュメンテーションにつ
いて話をしている間に教育的ドキュメンテーショ
ンになる。まさに写真 3はその瞬間をとらえてい
るのである。つまり、ドキュメンテーションを使
わなければ教育的ドキュメンテーションにはなら
ず、ただのお飾りである。日本でいう日報とかお
知らせというのは教育的ドキュメンテーションで
はなくて、ただの保護者に対する報告書である。
そこに会話が生まれないような場所に貼られた
り、内容であったり、子どもにわからない言葉で写真 2
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書いてある内容の場合には、子どもが使えないの
で教育的ドキュメンテーションにはならない。ス
ウェーデンの教育的ドキュメンテーションは活動
を進めていくための道具ということを理解してい
ただけただろうか。
　では、なぜ教育的ドキュメンテーションを使う
のか。その理由は、スウェーデンの保育の特徴に
ある。プロセスが重要で、結果は重要ではない。
例えば、あの保育園に行くと誰でもでんぐり返し
ができるようになるとか、この保育園に行くと英
語をしゃべれるようになるといった売り文句は、
スウェーデンでは一切見かけない。子どもが何が
出来るようになったかではなく、テーマ活動を通
し、プロセスの途中で何を学んだかが大事だと思
うからである。
　次に、就学前学校カリキュラム（Lpfö98/10/16）、
教育的ドキュメンテーションとテーマ活動の関係
について述べる。まず始めに、前述のとおり、就
学前学校カリキュラムは私たちの六法全書のよう
なもので、実施する活動は必ずそれに関連してい
なければならない。例えば、保育活動を利用して
子どもたちを偏った宗教などに洗脳しようとする
保育者がいるとしたら、それは教育カリキュラム
に従っていないので、その活動は許されないとい
うことになる。自由奔放な保育活動を進めている
ようにとらえられがちだが目的は必ず就学前学校
カリキュラムに沿っていかなければいけないとい
うのがスウェーデン保育の特徴である。今、自分
がとった態度は正しいかどうか、人に聞くのでは
なくて、就学前学校カリキュラムを見直してみる
という具合に、保育者全員がきちんと実行してい
る。
　次に、教育的ドキュメンテーションを使って活
動内容を決める。子どもの興味や視点が出発点で
ある。教育的ドキュメンテーションを使って決め
たテーマ活動は子どもたちが夢中になっている
ことなので、子どもたちは色々なことを興味深
く、楽しく遊びながらどんどん学ぶ。子どもが自
分の好きなことを自分たちで進めることによって
就学前学校カリキュラムの一番大切にしている民

主主義を子どもたちは身をもって体験することが
できる。話し合いによって保育者と子どもたち
で決めた活動内容が実際に実行され、遂行され
る。自分の意見が聴き取られ、それがすぐ反映さ
れ、次にまた続くことによって自分の意見が周
りに影響を与えることを学び、それはすばらしい
ことだと学ぶ。スウェーデン人は私の経験上プレ
ゼンテーション能力が日本人に比べてとても高い
と思う。自分が社会にとってとても重要な存在で
あるという考え方があるので若者を含めた選挙の
投票率は 85パーセント以上を常時キープしてい
る。テーマ活動によって、プレゼンテーション
能力が高く、社会貢献度に長けていて、自分の意
見を持っている人間形成をする手伝いをするのが
保育者の役割であると私は思う。お絵かきをして
それを壁に飾って保護者に展覧するのが目的では
なく、子どもが自分の意志で考えて絵の具で何
が出来るかを試みた活動を通して経験を私たち保
育者は与える手伝いをしている。子どもが例えば
雪の上で絵の具を使ったらどうなるだろうかと言
えば絵の具を持ち出し挑戦してみる。雪の上に描
いた絵は家にも持ち帰れない。しかし、雪の中で
絵の具を使うとこんな感じだったとか、色を混ぜ
るとこうなったという経験は一生覚えている。絵
を描けるようになったことが大事ではなく、自分
の意見が活動になり、そのプロセスで学んだ絵を
描く経験をすることが、就学前学校カリキュラム
（Lpfö98/10/16）、教育的ドキュメンテーションと
テーマ活動の関係によって作られていくことがお
わかりになっただろうか。

4．テーマ活動の実践（2018年 1月～6月）

（1）子どもたちの興味を観察する
　それでは実際に私の保育チームが 2018年 1月
から 6月までに行った実践を紹介する。
　スウェーデンは、新年度が 8月から始まり、8
月から 12月の 5カ月を秋学期と言う。1月から 6
月までを春学期と言う。6月後半から 7月後半又
は 8月前半ぐらいまで、大人も子どももみんな休
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みを取る。大人も大体 4週間か 5週間休み、充電
して 8月から仕事をするということが、法律で決
まっているため、誰でも 4週間以上休みを取らな
ければならない。保育者も全員長期休暇を取れる
ように複数の就学前学校が協力し合い、夏の間 3
週間ほど閉鎖するのがスウェーデンでは一般的で
ある。
　さて、1月になり、新学期に帰ってきた子ども
たちの視点、興味を調べるためにドキュメンテー
ションを集めることから保育者は仕事を始める。
計画などは 1月には立てない。ドキュメンテー
ションがある程度集まると保育チームでそれらを
考察する。なぜチームで行うかと言うと、一人で
見ていると自分の目というフィルターを通してし
か見ていない。写真を撮ったものを見ながら他の
保育者と話し合えば、色々な角度からそのドキュ
メンテーションを見ることができる。
　よく日本の保育者に聞かれるのだがどういうと
きにドキュメンテーション、すなわち写真や動画
を撮るかということだが、学期始めの観察の時期
は特に子どもが普通に自由に遊んでいる時間にす
る。たくさんある本の中から恐竜の本を持ってき
て見ていたり、他にもある玩具の中から恐竜の玩
具を並べたりしているのが日を追って何回も見受
けられた。写真 4がその行動を表しているのがお
わかりになるだろうか。毎日のように恐竜に興味

を持っていたということである。もちろん恐竜
以外に興味がある子もいるが、色々なドキュメ
ンテーションを集めて話し合った結果、15人中
7人ぐらいの子たちが恐竜に興味があることがわ
かった。
　もう一人の保育者も私と同じように、子どもた
ちが恐竜に興味を示している場面を何度も何度も
見ていた。写真 4は同僚の准保育士が作ったド
キュメンテーションである。このドキュメンテー
ションを元に子どもたちに何をしているか質問を
する。まさにここが教育的ドキュメンテーション
を行っている例の一部である。
　観察により女の子は人形に興味があることがわ
かった。女の子はほとんど、恐竜ではなくバー
ビーなどの人形が好きである。スウェーデンでも
教育的ドキュメンテーションの使い方を習得して
いない者がよく聞いてくる質問なのだが、グルー
プの一部の興味が全体の活動を決めていいのだろ
うか、というものだ。答えは決めていい、である。
学 校 庁（Skolverket）Uppföljning, utvärdering och 
utveckling i förskolan（2012，p. 29）にも記載され
ているが、子どもは今目の前で進んでいる活動の
一部であり、活動はその子どもと切り離すことは
出来ない。活動はどんどん進化していくのでプロ
セスの間に必ずどの子どもの興味も活動を動かす
ことができるところに教育的ドキュメンテーショ
ンを使った活動をしていく意味があると学校庁は
言っている。テーマ活動が進化していく中で就学
前学校カリキュラムが推奨している ITをどのよ
うに取り入れようか、そして、恐竜に興味のない
女の子たちにも興味を持ってもらうにはどうした
らいいだろうと保育チームで話し合った。逆に、
男の子は恐竜ばかりで遊んでいるので、どうにか
してごっこ遊びをしてもらえないだろうかという
ことも話し合った。計画を立てるとはこのような
方法に重点を置き、結果を出すための計画ではな
い。そして、就学前学校カリキュラムにある国語、
算数、理科、社会、体育、民主主義などの分野と
恐竜をシンクロさせるか。就学前学校でいう民主
主義とは、みんなで決める、みんなで約束を守る写真 4
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というと、いったようなことである。観察計画期
間は 1カ月ぐらいである。
　ドキュメンテーションを考察の際に使う理由は
「私はこう思う」という主観性を取り除くことが
出来るからである。この動画についてどう思うか、
この写真についてどう思うかを話すのであって、
持論を元に話し合いが始まることはない。「私は
大事に思う」ではなく、子どもがこうなんだとド
キュメンテーションを見ながら話ができる、とて
もよいツールだと思う。スウェーデン人は前述し
たように自分の意見をいうのが優れているので討
論はかなりうまいため話し合いは白熱することが
多々ある。しかし、ドキュメンテーションを使っ
ているときはドキュメンテーションに集中するた
め、もめないことが多い。
　1月後半、恐竜をテーマにすることを保育チー
ムでまず決め、子どもに承認を取り、活動を進め
ていくことになった。

（2）恐竜について知っていることを記録する
　まずテーマ活動を始めると、保育者たちは、子
どもたちがどれだけテーマである恐竜のことを
知っているかを、子どもたちと話し合いながら調
べていく。しかし、子どもに面と向かってインタ
ビューしても子どもは固まってしまって本当に言
いたいことを言ってくれない。そこで、自由時間
に恐竜のことだけを考えられるような環境（写真
5）を作り、絵を描かせる。女の子はハローキティー

などを描いているが、その横で男の子たちが「今
は恐竜を描く時間なんだよ」などと教え合って、
何となく修正しながらやっていく。
　写真 6は彼らが一生懸命描いてくれた絵の一部
である。ここの線は何を描いたものだとか、記録
をとる。大変時間がかかるが、必ず一人一人に聞
いて行う。そして、恐竜についての動画なども見
せる。動画を見せているときに子どもたちが色々
教えてくれる。それも記録にとる。レッジョ・エ
ミリアもそうであるが、この 1月の段階では子ど
もの言っていることをとにかく書くのが仕事であ
る。

写真 6

　テーマ活動を始めてすぐの頃、恐竜の動画を見
ていたときに恐竜は大きいという話を子どもたち
がしたので、恐竜の約 20メートルという体長を
体で感じさせるために 20メートルのテープを廊
下に貼った。子どもたちは「わーっ、大きいね」

写真 5 写真 7
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などと言う。彼らが好きな恐竜を算数や体感を利
用して遊びながら 20メートルを感じることもで
きる。逆にメートルという単位から小さいセンチ
メートルという話をしたり、重さのグラム、キロ
グラムなどに子どもたちの興味が移行すれば小さ
な恐竜と同じ重さの石を探して秤で量って比べた
りなど、大きいという一言から活動がどんどん進
化していった。この子どもの一言のおかげで算数
を取り入れることが出来た。

（3）恐竜ランドを三次元で表現してみよう
　子どもたちは恐竜の玩具で遊ぶのを好んでいた
ので、恐竜たちを置けるような恐竜ランドを作る
ことを子どもと保育者チームで決めた。恐竜ラン
ドを作る前にどんなものを作るか話し合いをし
た。写真 8は、新聞をぬらしたものを土台として
ダンボールの上に作った上にギブスを上層部分に
載せ、固めて山を作り、恐竜ランドを作っている
ところである。土台を作るところまでは保育者た
ちが手伝ったが、その後は子どもたちに全部やら
せたいと思った。何がランドにあるかまで子ども
たちの力だけで決めていく。保育者は子ども一人
一人の希望を聞いた。木、森、芝生、花、海、湖、
石、太陽、山、洞窟、そして惑星を作りたいと話

してくれた。これらを書き留め、恐竜ランドが出
来上がるまで見えるところに展示しておいた。
　それぞれの恐竜ランドの部分は何日もかけて
ゆっくりゆっくり作った。子どもたち全員の希望
が入った恐竜ランドが完成した（写真 9）。

写真 9

　恐竜ランドが完成したからと言って、展示して
触れないようにするとか、保護者へ発表をするわ
けでもない。私たちは子どもたちがいつも遊べる
ように子どもが遊べる場所に置いておいた（写真
10）。壊れたら壊れたで、どうして壊れたのだろ
う？　もっと扱い方を大事にしないといけない、
みんなの共有するものだから、など毎日のように
話し合いながら、恐竜ランドは壊れたり修正され
たりしながら、結局 6月まできちんと残った。自
分たちで作ったものなのでとても大事にした結果
ではないか。

写真 10

　恐竜ランドを三次元で作った後、子どもたちの
創造力を高めるためにも ITを利用して二次元で
融合したいと思った。どのように ITと融合をし写真 8



86

生涯発達研究 第 11号（2018）

たかと言うと、恐竜ランドの上に玩具の恐竜を子
どもたちに好きな場所に置かせる。そしてそこを
写真に撮る。そして少し場所をずらしてまた写真
を撮る。この作業を何十回か行った後写真をつな
げることによって、恐竜が手で動かさなくても
まるでひとりでに動き回っているような動画に
なる。これは Stopmotionというアプリを使った。
動画を作った後、子どもたちが恐竜の動きに合わ
せてお話をアフレコし、ショート映画を作った。
4～5歳児が起承転結を考えて、時間内に話を作
るのはとても難しい。このような活動をすること
によって子どもは自然と作文能力、国語、プレゼ
ンテーション能力を学んでくれたと思う。

（4）恐竜から派生してきた疑問や活動
　ある日、恐竜は卵から生まれるということを子
どもたちは知っていたので、子どもと卵を作って
みようと相談した。恐竜のお友達のドラゴンの
マスコットの Bertaが秘密のレシピを私たちのグ
ループに置いていったという設定にし、その通り
に子どもたちと恐竜の卵を作った。作り方は白豆
を水に一晩漬けて置き、それをギブスを丸めた中
に入れて置くというものだ。水でぬらした白豆を
入れて放っておくと、そのうち芽が出る。芽の勢
いでギブスの卵が割れる。毎日子どもたちは卵が
いつ割れるか楽しみにしていた。4，5日すると
子どもたちが卵が「割れた」と言う。割れた卵の
中には私たちがこっそり隠して入れておいた玩具
の小さな恐竜が出てきた（写真 11）。これを見て

子どもたちがとても喜んだのは言うまでもない。
恐竜から派生して生物（豆が水分を含むと根がも
のすごい力で出てくることを学んだ）の活動につ
なげた例である。
　活動を進めていく途中に、恐竜には肉食動物と
草食動物があるということにも子どもたちが興味
を示し、どういうものが肉食、草食なんだろうと
いう話が出てきた。そこで私たち保育者は草食、
肉食が半分くらいになる割合で、二枚組みになる
恐竜カード（写真 12）を作り、神経衰弱遊びを
して、恐竜の名前を一緒に覚えたり、どの恐竜が
草食、肉食などと語り合った。私たち保育者も知
らなかったのだが、草食恐竜の背中には自分を守
るためにとげがあり、肉食恐竜は全部の歯が尖っ
ていて爪が鋭いなど、子どもたちから教えても
らった。子どもと一緒に遊びながら学び、知って
いる子どもが知らない子どもに教えたり、新しい
知識を大人も子どもから学ぶという、いい例の一
つだと思う。この活動も動物の種類などにかかわ
る生物の活動の一つになった。

写真 12

　恐竜ランドを作ったときに芝生を作りたいと
言った子どもがいたことから、恐竜が生きていた
ときに芝生はあったのだろうか？という話に流れ
ていった。芝生はずっと刈らないとずっと伸びて
しまう。伸びるとはどういうことだろう、植物に
は何が必要なのかという話になった。子どもたち
は前年度に植物の種を蒔いたときに、日光、土、
水が必要なことを知っていた。それほど長時間の
活動ではないが、一応また芝生の種を植えてみた写真 11
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りもした。これも生物の活動につながったといえ
よう。これらの例から判るように、もとはといえ
ばテーマ恐竜だったのだが、そこから色々な子ど
もの興味や意見から活動が生まれ、それらがすべ
て教育的カリキュラムに基づいているということ
だ。
　ITを特化した活動にしたいと新学期の始まり
に目標を立てていた私は、この植物の話題になっ
たときに植物の科目である生物と環境問題や科学
を ITを利用して融合することはできないだろう
かと考えた。花が育つには、木が育つには、人間
が育つには何が必要なんだろう、あってはいけな
いものはなんだろう、チューインガムやごみなど
は要らないもので、要るのは太陽と水と土なんだ
ということを子どもたちに遊びながら ITを融合
して教えたい。
　そこで私は二通りの ITを使ってこの植物が成
長するのに必要な要素を子どもたちに遊びながら
教えることを選んだ。一つ目は Blue-bot（ブルー
ボット）というツールがあり、日本円で一台 1万
円ぐらいで買える。二年前に新しく私の勤め先の
就学前学校で購入した教育玩具だ。これは、日本
で今、言われているプログラミングの第一歩とな
る玩具である。ブルーボットの背中に前進、後退、
右、左の矢印があり、その矢印を一回押すごとに
ブルーボットは 15センチずつそれらの方向に進
む。そしてブルーボットは専用のビニールシート
があり 15センチ×15センチに仕切られた上に載
せて使用する。専用のビニールシートは市販のも

のもあるが私はわざと透明のものを利用し、自分
で 15センチ×15センチの線を引いてシートの下
にあえて色々な写真や文字や数字を置けるように
した。今回植物に不必要なチューインガムと必要
な太陽と水と土を置く。出発点にブルーボットを
置き、子どもたちにガムを踏まないように、そし
て、植物が絶対ないと育たない、水、土、太陽を通っ
てどうやって花や木の絵がある、すなわちゴール
まで進むかを、プログラミングさせた。この活動
でプログラミング（IT）と生物、科学の融合させ
ることができた。
　二つ目は、Makey-makey（メイキー・メイキー）
というどの物質が伝導体であるかを遊びながら子
どもに教える教育玩具である。たくさんある配線
を伝導体物質につなげ、ネット上のアプリと PC
のソケット部分、そして最後にアースとなる金属
の部分を自分が触れながら伝導体に触れると、軽
い電流が流れ音がアプリから流れる仕組みになっ
ている。写真 14で判るように 5本の配線がそれ
ぞれ太陽、水、土、の絵が描いてあるシルバーテー
プ（伝導体物質）につながっている。ガムと釘の
絵が描いてあるシルバーテープは途中わざとよく
見えないように切った。なので電流は流れない仕
組みになっている。この活動をしたときに絶対あ
せってはいけないので二人一組で子どもたちが理
解するまで何をするかを説明した。内容は、植物
が成長するには何が必要かな？　必要だと思うも
のだけを触ってみよう。一人ずつやってもらうた
め、アースを一人だけに持たせる。アースを持っ

写真 13 写真 14
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ている子が、太陽が必要だといいながら太陽の絵
の部分を触ると絵は直接シルバーテープの上に
載っているのでアプリが反応して音が鳴る。間違
えてガムに手を添えると反応しない。という仕組
みになっている。
　子どもたちは何度も音を楽しみながら、音がな
ぜ鳴らないのかを理解しながら、そして最終的に
は植物に必要なものは何かをこの活動によって深
く理解することができたように私は思える。
　前述の神経衰弱で使った恐竜カードは、サムリ
ング（お話などするときの集まり）の時間に私が
紹介したのだが、子どもたちの手の届くところに
いつも置いておくと、子どもたちは自分たちでや
るようになった。自分たちで順番を守って、1回
当たったらもう 1回できるとか、きちんとやるよ
うになってきた。これなども社会性を育てている。
一つのルールでみんなでやるということも子ども
たちは学んだ（写真 15）。

写真 15

　色々な観察や話し合いによって恐竜の絶滅につ
いては、いろいろな説があるが、子どもたちは、
寒くなって死んでしまった、食べ物がなくなって
しまった、惑星から何かが落ちてきて暗くなった
など、ということを知っていることがわかってい
た。寒いという話が出たとき 2月のスウェーデン
のように寒いと雪や氷で地面が見えなくなるから
恐竜は食べ物が見つからなくて死んでしまったの
だね、などと話し合っているうちに、氷というの
はいつできるのかという話になった。それを調べ
るために私たち、保育者は風船の中に水を入れて、

それを屋外に出した。私のグループの部屋のドア
を開けるとすぐベランダになっているので、そこ
にその風船を置いておいた。すると、翌日氷になっ
た（写真 16）。氷は青い、いや、透明だ、と話し
合っている子どもたちにヒントをもらい、氷には
色が塗れるのだろうかと、試してみることになっ
た。しかし何も描けなかった。結果は汚い色の絵
の具が水に薄まっただけになった。それでも保護
者も子どもたちも何かこの活動で学んだのではな
いだろうか。

写真 16

　そして、残った氷の上に色々なものをかけてみ
た。スウェーデンでは真冬道路が凍る前に区が道
路に塩と砂利の入ったものをまく。塩が氷を一番
速く溶かすからと言う事実から、塩をかけてみた。
どのくらい何もかけていないものと差が出るのか
と調べるために、何もかけていないもの、それか
ら、砂糖をかけたものも試してみた。実際の結果
は氷の大きさがあまり大きくなかったことと、長
く待ちすぎたため、全部同じスピードで溶けてし
まい、大失敗に終わってしまった。それよりも実
験の途中に子どもはみんな砂糖が好きなので、子
どもたちが楽しそうに砂糖をなめあっているの
が一番楽しかった経験だったのではないだろう
か。スウェーデンの保育者はむやみに答えを教え
ない。「塩が一番速く溶けるのを見てみよう」と、
言うのではなく、「子どもたちに何が一番速く溶
かす材料かな？」といった形の質問をする。子ど
もたちは砂糖が好きなので大勢が砂糖だと仮定し
てしまった（写真 17）が、それでいいのである。
なぜならば、自分たちで探求する姿勢を得てほし
いからだ。
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（5）工作で作った恐竜を作って動画を作る
　工作も恐竜のテーマに合わせて行った。紙皿や
トイレットペーパーの芯などを使って恐竜を作る
（写真 18）。

写真 18

　この工作した恐竜も飾るだけではもったいない
ので、私は ITと融合させて、息を吹き返したい
と思った。私は子どもが作った恐竜を一個一個写
真に撮り、Pappets Pal（写真 19）というアプリで
トリミングをして、それを子どもたちが選んだい
ろいろな背景の中に入れて、恐竜のお話を子ども
たちに作ってもらった。
　自分たちが作った三次元の恐竜を自由に動か
し、自分のお話を作り、出来上がった動画を子ど
もたちだけで見てそれぞれ感想や拍手を送りあっ
た（写真 20）。その後保護者用の連絡アプリに動

画を送って保護者たちにも見てもらった。
　自分たちが作ったものを見て感想を言い合って
次の活動につなげていく。これも教育的ドキュメ
ンテーションである。
　学期末にグリーンスクリーンを使い、今度は子
どもたち自身が自分たちが作った恐竜ランドの中
に入ってみる動画を作った。まず、背景のグリー
ンスクリーンを自分たちで作った。大きなダン
ボール紙に緑色で子どもたちと一生懸命塗った。
その後、グリーンスクリーンの前で子どもたちに
色々な恐竜になったつもりで動いてもらう（写真
21）。恐竜ランドの背景と子どもたちの動きの録
画を Green Screenというアプリに入れ込み音を入
れる、アフレコをするなど編集をして動画を作っ
た。この動画は学期末近くに、保護者たちを招い

写真 17 写真 19

写真 20
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た Dropp-in-fika（ラフなお茶会）際に自由に立ち
寄って見られるようにして常時動画を流し、自由
に子どもと一緒に鑑賞してもらった。子どもたち
がどうやって作ったか一生懸命保護者に説明して
いるところを見ると子どもたちがテーマ活動の過
程で本当に色々な方面の知識を得ていることが聞
き取れた。

（6）テーマ活動を終えて
　テーマ活動を終えて、新学期当初目標にしてい
たことはすべて達成できたのではないかと、保育
チームで評価した。最初人形にしか興味がなかっ
た女の子もすべての活動に楽しそうに参加し、最
後のグリーンスクリーンや ITを使った動画作り
などは女の子が得意なおしゃべりが功を奏してお
話作りに厚みが出来た。男の子は動画を作る過程
で普段なれないお話作りをする機会を持て、それ
を楽しいと喜んで何度も動画作りに参加してく
れた。女の子は 1月には恐竜に興味はなかった
が、5月後半には恐竜を使ってごっこ遊びをして
いた。恐竜という一部の男の子だけの興味から始
まったテーマ活動だったが、このように、大きさ
を調べるところから（算数）恐竜の名前が書いて
あるカードを一緒に読んだり覚えたり（国語）恐
竜ランドから派生した芝生から自然科学を学んだ
り、氷河期の話から氷の実験（化学）をしたり、色々
な IT技術を利用してプログラミング、又は情報

科学の勉強（すべての動画は本物ではなく作るこ
とが出来る）など教育カリキュラムに記してある
すべての目標を達成することができたのではない
だろうか。そして何よりも大事なのは、子どもた
ちが自分たちの力で協力し合いながら民主主義の
もと活動を進めてきた自信と貢献することのすば
らしさを何か得てくれたのではないかと思う。
　私は最後に保護者向けにこれらすべての活動を
iMovieというアプリを使い 2分くらいの動画を
作った iMovieは簡単に自分の撮った写真や動画
を入れるだけで音響効果や映像効果がプロ並みに
してくれるものだ。これを最後に保護者たちの連
絡アプリに送信してテーマ活動を終えた。この動
画は子どもの学びのプロセスを残す記録になり、
保育者にとっても評価の材料になり、子どもや保
護者に対してはよい思い出を記録したものとなっ
た。

参照

Skolverket (2012). Uppföljning, utvärdering och utveckling i 

förskolan - pedagogisk dokumentation

（ウェンドラー由紀子）

〈コメント〉
（1）就学前学校カリキュラムの位置づけ
　スウェーデンの保育事業は 1996年に福祉部門
から教育部門に移管された。そして、就学前学校
については、1998年、2010年の学校法の改正に
よって、教育制度の最初の段階として明確に位置
づけられ、その役割の強化が謳われている。就学
前学校カリキュラムは、義務教育や高等学校のカ
リキュラムと同等に位置付けられた法的拘束力を
もつものであることから、「ナショナルカリキュ
ラム」とも呼ばれている。そして、保育環境や保
育内容の監査も厳しく行われ、そうやって保育の
質を全体的に上げていこうとしている。
　日本の幼稚園教育要領、そして保育所保育指針
も（2008年改定より）、法的拘束力はあるとはい
われているが、義務教育段階に比べて柔軟に運用

写真 21
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されており、スウェーデンとの違いを把握してお
かなければならない。
　しかし、スウェーデンの就学前学校カリキュラ
ムには、日本のように領域別に細かなねらい・内
容が記されているわけではない。就学前学校の任
務や理念、基本的な価値観や、就学前学校が一人
ひとりの子どもの発達をどのような方向性で援助
していくべきかという目標が示されている。これ
らの目標は、子ども達が達成しなければならない
目標ではなく、あくまでも保育者が子どもの発達
や学びを援助する方向性を示したものである。そ
して、これらの目標をどのよう具体化するかは、
就学前学校や保育者に任されている。

（2）スウェーデンのカリキュラムの変化
　スウェーデンの就学前学校カリキュラムは、
ウェンドラー氏も述べているように、学びを重視
する方向に改訂されてきている。2018年の改訂
（2019年実施）では、就学前学校の任務に関する
詳細な記述が増えるとともに、子どものケアと発
達と学びを援助する就学前学校教師の役割を他の
学校種と共通の undervisningという用語で位置づ
け、その責任を負うことを明記している。
　しかし、それは、遊びを軽視しているのではな
い。2010年改正の学校法には、就学前学校の目
的として「子どもの発達と学びを励ますとともに、
子どもに安心できるケアを提供する」ことや、「教
育活動は、子どもを全人的にとらえ、子どものニー
ズに基づいて、ケアと発達と学びが一体となって
行われる」ようにすることがあげられている。ケ
アと教育が密接に結びついているとの理念に基づ
き、遊びを通しての成長と学びが重視されている。
　2018年に改訂されたカリキュラムで加筆され
た「就学前学校の任務」の部分にも、子どもを全
人的にとらえること、発達と学びとウェルビーイ
ングの基盤として遊びが重要であることなどが書
かれている。

（3）子どもの権利条約の理念
　スウェーデンは、国連子どもの権利条約の成立

に貢献した国の一つであり、条約が国連総会で採
択された翌年の 1990年 6月に批准し、子どもの
権利を護るための法制度の整備に取り組んできて
いる。就学前学校カリキュラムは、このような
社会背景の中で作られ、2010年改正の学校法の
第 1章に「子どもの最善の利益」が、すべての教
育およびその他の活動の基礎となることが明記さ
れた。ウェンドラー氏によれば、さらに、子ども
の権利条約が法律化されるということである。そ
れゆえ、2018年のカリキュラム改訂では「目標
と指針」の章の中の「子どもによる影響」の節の
内容に「参加」という概念が加えられ、子どもの
意見表明権や参加する権利の保障が強調されてい
る。
　就学前学校が、子ども自身のいろいろな形で表
現されるニーズや関心に基づいて環境構成や計画
作成をすることは、子どもが就学前学校での生活
に影響を与えることであり、いろいろな形の協力
や決定に参加するような体験が民主主義の原則を
理解し行動する能力を育てると捉えられているの
である。
　日本では、2017年 4月施行の改正児童福祉法で、
初めて、すべて児童は、児童の権利に関する条約
の精神にのっとり、福祉を等しく保障される権利
を有すること、社会のあらゆる分野において子ど
もの意見が尊重され、その最善の利益が優先して
考慮されるよう努めることが明記された。ようや
く、理念的に子どもが保護される客体から権利の
主体としてとらえられるようになったといえる。
しかし、2018年度から施行されている新幼稚園
教育要領や保育所保育指針には、このような子ど
もの権利条約の文言はあまりみられず、「子ども
の権利」の視点は明確だとはいえない。

（4）スウェーデンの保育実践から学ぶもの
　ウェンドラー氏の実践から学ぶことは、とくに、
保育内容（活動）は子どもたちと保育者が一緒に
決める、保育計画の作成に子どもが参画するとい
うことである。その際まず、子どもたちをよく観
察することが重要である。スウェーデンの就学前
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学校では、自由遊びの時間が多く、その時間に子
どもたちが何に興味を持って遊んでいるか、1か
月間ほどじっくり観察している。その間に記録を
とり、教育的ドキュメンテーションを行って、テー
マを決めていっている。テーマが決まった後も、
保育者はそれについて子どもたちが知っているこ
とを聴き取っていくことを大事にしている。
　しかし、保育者は、子どもの興味があることを
ただ聴いているだけではない。まだあまり興味を
持っていない子どもも興味が持てるように、また
より疑問をもって考えられるように、子どもの声
を逃さずに、動画を見せたり、長さを体感させた
り、作ってみることを提案したりしている。そし
て、教育カリキュラムに沿った学びが深まるよう
に、ITの活用を含めた活動を準備して提案して
いる。
　日本の新幼稚園教育要領では、幼児の「主体的・
対話的で深い学び」や「カリキュラムマネジメン
ト」が強調されている。保育者が計画を立てて振

り返ることは意識されているが、大人の思いが先
に立った計画になってしまい、それを子どもたち
に達成させる保育にならないか危惧されるところ
である。そうならないためにも、教育的ドキュメ
ンテーションを使う意味がある。スウェーデンの
保育から、子どもの声に耳を傾けながら子どもと
一緒に保育をつくっていく姿勢を私たちは学ぶ必
要があるだろう。
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